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１-１ 情報処理技術者試験 

情報処理技術者試験は，「情報処理の促進に関する法律」に基づく国家試験で

す。「独立行政法人 情報処理推進機構 IT 人材育成本部 情報処理技術者試験セ

ンター」（以下，試験センター）によって実施されています。 

情報処理技術者試験の目的は次のとおりです。 
 

・情報処理技術者に目標を示し，刺激を与えることによって，その技術の向上に資す

ること。 

・情報処理技術者として備えるべき能力についての水準を示すことにより，学校教

育，職業教育，企業内教育等における教育の水準の確保に資すること。 

・情報技術を利用する企業，官庁などが情報処理技術者の採用を行う際に役立つよう

客観的な評価の尺度を提供し，これを通じて情報処理技術者の社会的地位の確立を

図ること。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）既存の SC 試験は平成 28 年度秋期試験の実施をもって終了し，支援士試験として平

成29年度春期試験から実施される予定です。詳細は IPAのホームページをご覧ください。 
図表 1 情報処理技術者試験 
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平成 28 年春に行われたデータベーススペシャリスト試験を分析し，平成 29 年

春の試験の対策を考えていきましょう。 

 

３-１ 試験全体について 

新制度になって 8 回目のデータベーススペシャリスト試験が行われました。従

来の試験から通算すると 22 回目になります。参考までに，平成 26 年度春期試験

以降の応募者数などの推移を示すと，次のようになります。 

 

年 度 応募者数 受験者数（受験率） 合格者数（合格率） 

平成 26 年春期 15,807 10,016 (63.4％) 1,671 (16.7％) 

平成 27 年春期 15,335 10,049 (65.4％) 1,767 (17.6％) 

平成 28 年春期 13,980  9,238 (66.1％) 1,620 (17.5％) 

図表 10 応募者数・受験者数・合格者数の推移 

 

平成 28 年の午前Ⅱ（専門知識）は，新作問題が前回より減少し，従来どおり，

既出・類似問題が多く見られました。データベースでは，しばらく出題されてい

なかった，難易度の高い既出・類似問題が出題されたのが特徴的でした（問 2：

B 木構造の格納レコード数，問 19：情報検索システムにおける再現率と精度）。

データベース分野以外ではセキュリティの問 21 やシステム構成要素の問 23 など

がやや難でした。午前Ⅱは，やや難の問題が前回とほぼ同数なので，難易度は前

回並みといえるでしょう。 

午後Ⅰ記述式 3 問の問題文のボリュームと設問数は，ほぼ前回と同じでした。

問 2 と問 3 は，共に久しぶりの出題テーマです。午後Ⅰは，問 1 が前回並み，問

2 がやや難（前回の問 2 に比べ），問 3 が前回並みなので，全体的には前回よりも

やや難の難易度といえるでしょう。 

午後Ⅱ記述式（事例解析）2 問の問題文のボリュームと設問数は，問 1 が前回

並み，問 2 はやや減でした。問 1 は，前回よりもやや難，問 2 は前回並みなので，

午後Ⅱ全体としては，前回よりもやや難の難易度といえるでしょう。 

今回の試験の全体的な特徴をまとめると，次のようになります。 

 ３．平成 29 年度春期の試験に向けて  
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・問題番号順 

平成 26 年度春期 高度午前Ⅰ（共通知識）試験  

問 問 題 タ イ ト ル 正解 分野 大 中 小 難易度 

1 10 進小数 イ T 1 1 1 2 

2 有限オートマトンの受理状態 ウ T 1 1 3 3 

3 記憶領域を管理するアルゴリズムのベストフィット方式の特徴 イ T 1 2 2 4 

4 メイン処理が利用できる CPU 時間の計算 ア T 2 3 1 3 

5 システムの信頼性指標 ア T 2 4 2 2 

6 プロセス制御のプリエンプティブ方式に関する記述 エ T 2 5 1 3 

7 NAND 回路 イ T 2 6 1 3 

8 UML を用いて表したデータモデルの説明 ウ T 3 9 1 3 

9 分散データベースにおけるコマンドシーケンス イ T 3 9 4 3 

10 トランザクションの原子性の説明 イ T 3 9 4 3 

11 TCP/IP のネットワーク管理プロトコル エ T 3 10 4 3 

12 認証局が侵入された場合に利用者側で実施すべき対策 エ T 3 11 1 3 

13 Web アプリケーションへの攻撃と対策 ア T 3 11 1 3 

14 ディジタルフォレンジックスの説明 エ T 3 11 4 3 

15 SSH の説明 エ T 3 11 5 3 

16 ソフトウェアの使用性を向上させる施策 ア T 4 12 4 3 

17 マッシュアップ エ T 4 13 1 3 

18 EVM における CV と SV ウ M 5 14 2 3 

19 優先的に資源を投入すべきスケジュールアクティビティ イ M 5 14 6 3 

20 データベースのバックアップと復旧 エ M 6 15 4 3 

21 システム監査人が負う責任 エ M 6 16 1 3 

22 営業債権管理業務に関する内部統制 ア M 6 16 2 3 

23 UML の活用シーン ウ S 7 17 2 3 

24 ROI による IT 投資効果の評価 エ S 7 18 1 3 

25 BABOK の説明 ウ S 7 18 2 3 

26 ダイバーシティマネジメントの説明 イ S 8 19 1 3 

27 バリューチェーンによる分類 イ S 8 19 1 3 

28 技術の S カーブの説明 イ S 8 20 1 3 

29 職能部門別組織の説明 ウ S 9 22 1 2 

30 労働者派遣契約の関係が存在する当事者 ウ S 9 23 3 3 

(１) 午前問題出題分析 



 出-24 

 

 

 

 

■平成 26 年春 午後Ⅰの問題（問 1～問 3 から 2 問選択） 

問番号 設問 設問内容 小問数 小問点 配点 満点 

問１ 

1 

(1)候補キー 1 3.0 3.0

50.0 

部分関数従属性の有無 1 1.0 1.0
推移的関数従属性の有無 1 1.0 1.0
部分関数従属性の具体例 1 3.0 3.0
推移的関数従属性の具体例 1 3.0 3.0

(2)正規形 1 2.0 2.0
関係スキーマ 1 3.0 3.0

2 

(1)リレーションシップ 1 4.0 4.0
(2)a～d 4 1.0 4.0
(3)不具合①，② 2 3.0 6.0

関係スキーマ 1 3.0 3.0
(4)関係スキーマ 1 3.0 3.0

3 

(1)e～j 6 1.0 6.0
(2)k 1 3.0 3.0
 1 2.0 2.0

(3)ア～ウ 3 1.0 3.0

問 2 

1 

(1)a～c 3 1.0 3.0

50.0 

(2)理由 1 4.0 4.0
(3)d～i 6 1.0 6.0

j～q 8 1.0 8.0
(4)r，s 2 2.0 4.0

2 

(1)処理番号 1 2.0 2.0
原因 1 4.0 4.0

(2)処理の状況 1 3.0 3.0
(3)状態 1 5.0 5.0

問題 1 4.0 4.0

3 (1)t 1 2.0 2.0
(2)状況 1 5.0 5.0

問 3 

1 

(1)a 1 2.0 2.0

50.0 

目的 1 4.0 4.0
(2)理由 1 6.0 6.0
(3)ア，イ 2 5.0 10.0
(4)b～e 4 2.0 8.0

2 
(1)f，g 2 2.0 4.0
(2)h 1 2.0 2.0
(3)述語 1 3.0 3.0

3 (1)ウ～カ 4 2.0 8.0
(2)列名 1 3.0 3.0

合計 100.0 

(３) 午後Ⅰ，午後Ⅱ問題 予想配点表 




